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平成29年度 第１回 豊見城市総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時 平成２９年４月２０日（木）午後2時50分から 

 

２ 開催場所 豊見城市中央公民館 １階 会議室 

 

３ 議  事 

 （１）平成29年度豊見城市教育施策について 

 （２）豊見城市いじめ問題専門委員会の状況について 

４ 出席者 

［構成員］ 市  長  宜 保 晴 毅  教育委員 新 垣 一 美 

      教 育 長    照 屋 堅 二  教育委員 荷川取 幸 代 

      教育委員  国 吉 昇    教育委員 安里 基 

 

［関係者］ 学校教育部長 平 田 真 一  学校給食センター長 知念 清     

           生涯学習部長 宜 保 直 弘  生涯学習振興課 赤嶺 健 

        学校教育課参事 大 湾 悟  文化課長 當銘 純治 

        学校施設課長 国 吉 有 貴    

  

 ［事務局］ 学校教育課長 赤 嶺 太 一   

       学校教育課総務班長 大 城 竜 也 
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第１回豊見城市総合教育会議 議事録 

事務局  豊見城市総合教育会議を始めて参りたいと思っているんです

けど、その前に、資料の確認をお願いします。 

 先ほどお配りした資料ですね、Ａ４縦の会議の式次第が書かれ

ている 1枚紙があるかと思いますが、別添資料といたしまして、

資料ごとに、書類の右肩に資料番号が付されております。 

 別添資料 1 が「豊見城市総合教育会議のあらまし」、別添資料

2 が「平成 29 年度豊見城市施政方針」で、教育委員会に関わる

部分のみを抜粋してあります。始めと終わりのところは、前文を

抜いて、教育委員会に関わるものを下線を引いているところであ

ります。 

 別添資料 3 としまして、「第 4 次豊見城市総合計画後期基本計

画」ですね、これも教育委員会に関するとこだけを抜粋してあり

ます。これは、去年度、策定をしているところであります。 

 別添資料 4 といたしまして、「豊見城市いじめ専門委員会関連

記事」ということで、第三者委員会が立ち上がっておりますので、

それの新聞記事のまとめをしているところでございます。 

その資料が揃っているかどうか、ご確認をお願いします。 

 この会議は、会議録の作成がございますので、ボイスレコーダ

ーで録音させていただきます。 

 それでは、この会議につきましては、「地方教育行政の組織及

び運用に関する法律」第 1条の 4第 3項において、本会議は、地

方公共団体の長が招集することとなっておりますので、これより

先の進行は、市長へ引継ぎいたします。 

 宜保市長、よろしくお願いいたします。 

市長 皆さん、こんにちは。 

安里新委員を、迎えては初めてになります。 

実は、この会議は、２年前から制度が変わって、本来、市長と

いうのは、教育委員会と一線を画していたんですけど、制度が変

わって、例えば、教育長の任命も、市長が任命することになって

おります。 

これまでは、教育委員として任命し、それから互選して、そし

て教育長が決まるという仕組みだったんですが、直接、市長が決

めるという制度に変わって、何故かというと、大津市でのいじめ

問題があってから、市長も関わるべきということで、大幅な制度

改革があって、この会議も開催して行きなさいということになっ
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ておりますので、よろしくお願いいたします。 

本日は、お忙しい中、第 1回豊見城市総合教育会議にご参加い

ただき、誠にありがとうございます。 

議事に入る前に、改めて、この総合教育会議の概要について、

事務局から説明をお願いします。 

事務局 それでは、別添資料 1からご説明いたします。 

 

～別添資料 1「豊見城市総合教育会議のあらまし」についての

説明～ 

 

事務局からの説明は以上です。 

市長 ありがとうございます。 

ただいまの説明に関して、ご質問がございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、本日の議事に入りたいと思います。 

「平成 29 年度豊見城市教育施策について」、事務局からの説明

をお願いします。 

議事に入る前に、私の所感を述べさせていただきたいと思いま

す。そのあとに、教育長、そして委員の皆様の意見を頂戴したい

と思います。 

私は、先日の教育委員会の歓迎会でもお話をしましたが、やは

り、子どもたちに夢、目標を持ってもらいたいということを常に

思ってまして、そしてまた、「教育環境を良くしていきたい。」と、

それは、今、校舎の改築等の予算を相当使っていますが、これも

優先的にやっていく。 

一括交付金で、約 2億 5,000 万で支援員の配置をしております

が、豊見城市の子どもたちの成績が上がったその一番の要因は、

支援員の配置を前市長の頃から手厚くやってきました。 

財政が厳しい中でも、優先的にやってきた。 

これがあって、今の豊見城があると思っております。 

また、教育委員のお力添えや先生方のおかげで、市の子どもた

ちが、これからですね、部活のやり過ぎも、これもやっぱり、強

くなるのはいいんだけど、その一方、子どもたちが怪我をしたり、

燃え尽き症候群で辞めていったり、そういうやるべきことを中学

校的にはやらないというようなことが起きている。 

そして、これをどう解決するのか。また、先生方も多忙化して
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しまって、悲鳴を上げている状態であります。 

そこで、「夏休みのあり方を検討してはどうか？」と、「夏休み

を 1ヶ月半もというのは必要ないんではないだろうか？」と。 

逆に、1ヶ月半も給食を食べられないということで、子どもの

貧困が 3割という時に、果たして「子どもたちは、お昼をちゃん

と食べているのか？」と考えた時にも、その辺のことを考えた時

も、短くして、短くすることで、先生方の多忙化を解消に向けた

カリキュラムを設けることができるのではないかということを

持っておりまして、全く無くすということはできませんけど、ま

ずは、例えば、県大会との兼ね合いもありますので、その辺のス

ケジュールとかを検討しなければいけないのですが、ぜひ、教育

委員の皆様には、その辺を検討して貰いたいなと思っておりま

す。 

今後の、これからのですね、例えば、大学受験とかタブレット

が必要になってくるいうふうに、今後、タブレットやノートパソ

コンが普及していくんですけど、その反面、パソコンを使い切れ

ない若者が増えてきているんです。だから、タブレットだけ子ど

も達に使わしても、実はダメだということを、最近、耳に入りま

して、であれば、やっぱり、脱着式のタッチパネル式というんで

すか、こういうキーボードも打てて、脱着したらタブレットのよ

うに使えるというような物を、今後は整備していくべきじゃない

かと。 

また、小さい時に触れることで、間違いなく、将来受験とかに

も必要な時代が来るという話をされてましたので、今後はそうい

う取り組みも必要なのかなと思っております。 

ザッと、私の所感を述べましたけれども、この後は、教育長、

そして委員の皆様に一言ずつ頂戴したいなと思います。 

それでは、教育長、よろしくお願いします。 

教育長 市長もおっしゃっていましたけれども、教育委員会の予算面で

はですね、非常に充実していると感じています。 

特に、特別支援、学習支援等の事業、そして、学校建設が着実

に進んでいるという点では、今、非常に教育委員会の予算は、い

い方向に行っているなと感じています。 

今後の展開として、私が気になっているのは、やはり、子ども

の学力向上は大事であると、ただ、勉強は時間法で勉強するんで

はなくて、学習規律とか授業改善による先生方の能力を高めなが
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らも、子ども達が勉強する姿勢をつくる。 

そういう方向で、学校が取り組んでくれているなと思っていま

す。 

方向としては、そういう方向で、今、学校はやっているなとい

うふうに、いつも感じています。 

学校訪問に行くとですね、子どもが学ぶ姿勢が非常に良くなっ

たなというのが印象的で、後しばらくこういった取り組みを続け

ていきたいと思います。 

市長には、政策的なものも含めてですね、認めていただきまし

てありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いします。 

市長 それでは、国吉委員、よろしくお願いします。 

国吉委員 市長からもございましたけれども、教育環境の整備は、市長の

教育への思いと、それと教育委員会の取り組みですね、それによ

って非常に教育環境が整備されているなと、各学校を回っても、

非常に実感しているところです。 

取り分け、支援員の配置などが学力向上に大きく寄与している

と、校長先生なんかの話の中からも、よく出てきていますし、今

後も、その辺の充実ができたらなと、ありがたく思っております。 

それから、部活動のあり方、勤務改善等についてもありました

けれども、やっぱり、先生方としましても、教育長の思いも学校

側に伝えながら、また、学校での情報もですね、色々と、校長先

生や職場も、できるだけ学校に足を運んで、情報を共有して、上

手い報告に行けたらなと思います。 

夏休みのあり方についても、大会等がありますけれども、その

辺の現場との状況と、それからそういった部分での着地点といい

ますか、非常にいい方向で、学校現場も充実、それから子ども達

も成長にもですね、学力向上あるいは体力向上と。総合的に成長

できるように会議が充実していければなというふうに思ってお

ります。以上です。 

市長 それでは、新垣委員、よろしくお願いします。 

新垣委員 先ほどの市長のお話を聞いて、教育環境の充実と支援員の配置

という面で、確かにどこにも負けていないなという感じを、また

改めて感じました。 

先ほど、私たちの間でも、部活動のあり方やノー残業デーのあ

り方とか、話があったんですけれども、やはり、市長もおっしゃ

っていましたけれども、今までとはちょっと変わったやり方で見
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直すべき時期に来たのかなと。 

私が画期的だなと思ったのは、夏休みのあり方で、そういう考

え方もありかなと、教育日数に差し支えない程度にだったらいい

のかなと。 

やっぱり、いろんなやり方で、子ども達の時間を削らず、教師

の負担をかけないように、そして、充実して給食をちゃんと食べ

られるように、夏休みが短くなったら、給食費が上がるのかなと

思いますが、そういういろんな市長の新たな発想を活かして、皆

で検討して、いい方向に持っていけたらなと思いました。 

市長  それでは、荷川取委員、よろしくお願いします。 

荷川取委員 先ほど、委員の方々がお話しなさったことで同感なんですけれ

ども、本当に自分たちの市の、また、学校の誇りというのか、ど

こに行っても、私も自分たちの市のやり方ですね、すごい誇りを

持ってお話しします。 

聞かれたら、いつも「こういうふうになっているのよ。」って、

支援員の配置を含めてですね、パソコン等もそうですが、そのよ

うなやり方をしながら、子ども達もお互い自分の学校、小さくい

うと学級、あるいは家庭を誇りに思うということは、やはり、こ

れに満足しながら、また、次への夢を見つけていくのかなと思う

んですね。 

だから、いつも学校訪問等でもそうなんですけど、市長のお話

もそのように、学校を支援すると、指導するんじゃなくて、支援

している立場だよって話を聞く現場では、指導されるんじゃなく

て、支援されているという言葉のすっごい大きな励みになりま

す。 

だから、これからもですね、学校現場から考えると、支援して

いるんだという気持ちがあると、また、何かいい考えを学校側か

らもやって、そこを相談すると、それに対して、支援。 

勿論、先ほどの部活の時間等の問題がありましたけれども、そ

れについては、指導ではなくて、そこをお互い共通理解を持って、

少し同じ方向に持って行くというのが、指導したんじゃなくて、

そういうふうな方法でやると、お互いがいい方向に向いていける

んじゃないかなと思っております。 

市長  それでは、安里委員、よろしくお願いします。 

安里委員 私は、皆さんみたいに長い間ですね、こういうのには初めての

携わり方なんですけれでも、私が思うに、自分の子どもを考える

時に、何が一番いい道なのかなというのが、やっぱり、親として
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の意見となります。 

勉強ができる子になったらいいなというは、親からしたら理想

です。 

学習ができて、大人になった時に必要な部分もありますし、た

だ、子ども達は、現時点で今しか見ていないので、部活を一生懸

命、遊ぶのも一生懸命、小学生も中学生も。 

その部分で関われる中で、学校教育という、今から教育委員と

して携わって、私も学んでいく。 

私だけ学んじゃもったいないなと、やっぱり、親御さん達にも

こういうことをしているんですよということを逆に伝える道が

ないのかなっと、今、思っております。 

部活、給食の面も、今、考えの違いで、そういう考え方もある

んだと。 

教育長からも「やり過ぎ。」と、「体が成長しない。」と、そう

いうことを、ちゃんと言われて、初めて親は気づくんですよ。 

可愛いから、今、一生懸命やっていることをさせればいいんじ

ゃないという親も多々いると思うんですけど、そういった部分

も、学校と父母側、PTA 側ですけど、そこら辺の部分と皆様方と

の接点が少しあれば、私はもっと豊見城市は良くなるのかなと言

う気がしてならないです。 

私の考えですけど。 

できれば、そういう意見交換とか、そういう場所が少しあれば、

私も良くなるのかなという気がしております。 

市長が、学校のために、教育長と一生懸命やっているというこ

とは、この会議に参加しなければわからないことなので、基本的

に。 

そういったこと含めて、親御さんに伝えられれば、場所の提供

を少し考えてもいいのかなという正直な意見を述べてみました。

以上です。 

教育長 市長、先ほどのパソコンの話ですけど、去年、情報推進指定校

の伊良波小学校だったんですよ。 

その中で、脱着式のパソコンを入れていて、そこでタブレット

として使うやり方、そして、パソコンとして使うやり方として、

実際には動いている状況です。 

市長 すばらしいなと思います。 

先日、ある市民の方から、「市長、豊見城はパソコン入れるの
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早かったですよね。」というのがあって、「学校でパソコンを触っ

た経験が活かされてますよ。」という話があって、早いうちに触

わらすというのが大事だなと思いました。 

今、安里委員がおっしゃったこの PTA の保護者の皆さんに、実

は夢が叶うというのを知ってもらいたいし、スポーツもやり過ぎ

は良くないんだよと知ってもらいたい。 

ぜひですね、PTA の役員の皆さんで、講演会みたいなのをやっ

て、講師を招いて、その中で私の考えを 10 分とか話す機会があ

れば、受けるように参加しますので、そういう講演会を、ぜひ、

開催してほしいなと思います。 

一昨年から、今度、会長になる倫理法人会の主催で、PTA と連

携して、教育講演会をやったんですよ。 

ああいう感じで、開催すれば、広く保護者に伝わる場所になる

と思いますので、ぜひ、開催してほしいなと思います。 

あと 2点、忘れてました。 

今、調査業務を入れているんですけど、幼稚園を認定こども園

化をするとしたら、どういうやり方がいいのかということで、今、

調査業務を入れてまして、待機児童解消等も絡めて行かないとい

けないので、1園でスタートできるのかということで、今、作業

をしております。 

あと、先日、会議を開いたということでしたけど、フッ化物洗

口。 

これは、久米島町が先進的に取り組んでいて、むし歯がほとん

どゼロだそうです。 

高校生まで。 

この実績は、本当にすごいと思いますので、ぜひ、教育委員の

皆様のお力をお借りして、できるだけ早く全小中学校が取り組め

るようになればと思います。 

まずは、モデル校として、どっかがスタートすればいいのかな

と思います。 

よろしくお願いいたします。 

続きまして、「豊見城市いじめ問題専門委員会の状況につい

て」、事務局からの説明をお願いいたします。 

事務局 それでは、「豊見城市いじめ問題専門委員会の状況について」、

ご説明いたします。 
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～別添資料 4について説明～ 

 

事務局からの説明は以上でございます。 

市長 以上で、議事は終了となります。 

それでは、これで、平成 29 年度 第 1 回 豊見城市総合教育

会議を閉会いたします。 

皆さま、お疲れ様でした。 

 


